
 

ユニセフ・シアター                                     報告 

2023年 7月 23日（日） 11：00～12：30   

岩手教育会館 多目的ホールにて上映。121名来場。ユニセフ募金額 ２２，２２４円 

ケニアのジャクソン、アルゼンチンのカルロス、モロッコのザヒラ、インドのサミュエル。 

どの子の通学路も危険だらけで過酷な道のり。それでも子どもたちは学校へまっしぐら 

に向かう。夢をかなえるために……。 

 

 

 

 

 

 

 

                      

受付のスタッフ         主催者あいさつ 石橋専務理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロビーには、ユニセフのポスターや支援グッズを展示   

(報告：岩手県ユニセフ協会事務局) 

～来場者の感想より～ 

・私は家から学校まで 3㎞あって、それでも疲れて心が折れそうになるのに、その倍の距離しかも石がごつごつした

通学路を通ってまで学校に行きたい子どもたちがいると知って、自分も学校に行けることに感謝しようと思った。

（小学生） 

・15㎞を 2時間で通学するということに驚きました。（20代） 

・象に襲われそうになりドキドキハラハラ、そして涙。「生きるか、学ぶか」という究極の選択、「学びたい」という気持

ちは子どもに備わっていて、大人も忘れてはいけないと感じた。（30代） 

・過酷な環境の中、人生を切り開くために学校に通う子どもがいることを知った。（50代） 

・夢に向かってがんばる子どもたちが輝いて見えました。宗教などで女子が教育を受けられない地域もあるとのこ

と、時代に合った学習環境が一刻も早く整いますよう願ってやみません。（50代） 

・信じられない程のけわしい通学路。でも学びたい、将来の夢を実現したい、その思いこそ真実と思った。（60代） 

・たくさんの困難や危険にもめげず、学校へ通う子供たち。たくましさや優しさ、一生懸命な姿や明るく助け合ってい

る様子がすがすがしく、人間が本来持っているものなんだなあと感動。（70代） 

・子どもたちに感動、子どもの力、学ぶ気持ち、子どもの幸せを思った。（同感想多数） 


